
* 南山大学

207

松
井
梓
『
海
と
路
地
の
リ
ズ
ム
、
女
た
ち
─
─
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
島
の
切
れ
て
は
繋
が
る
近
所
づ
き
あ
い
』

書評

松井梓『海と路地のリズム、女たち──モザンビーク島の切れ
ては繋がる近所づきあい』
■出版地：横浜市　■出版社：春風社　■出版年：2024年　■頁数：338頁　■定価：5,000円＋税
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　本書は2022年に京都大学大学院アジア・アフリカ
地域研究研究科に提出された博士論文を基にして刊行
された民族誌である。調査地はアフリカ東部のモザン
ビーク共和国の大陸部沿岸と３キロメートルの橋でつ
ながっている（南北約３キロメートル、東西500メー
トルほどの）小島「モザンビーク島」。その島は「か
つてはポルトガル領東アフリカの中心拠点として栄え
たせわしない島だったが、今では時間も現金も漁業を
中心にゆっくりとまわる」。島の北半分には欧米人や
比較的富裕な層が居住するが、調査対象地域は低所得
層が住む南半分の「バイロ」である。そこは「一見ス
ラムのように過密なのに、おそらく国中のどこよりも
治安がいい」場所である。著者は、そうした地区の一
家族を中心に、「半径20メートルの日常で繰り広げら
れる実践」として女性たちの日々の暮らしと会話（ゴ
シップ）に着目し、その社交のあり方について論じた。
　著者は、2017年から2020年まで毎年、計10か月半「バ
イロ」の女性たちの間で現地調査を行った。２回目の
調査で、女性たちの日常的に付き合う人間関係が変
わっていることに驚き、その「関係の流動性」に強い
関心を持った。日常生活の微細な側面の詳細な記述を
つうじて「本書が目指すのは、女性たちの関係の緊密
化と緊張の波や、濃密ながらも風とおしのよい島の近
所づきあいが、いかに成り立っているのかを示すこと」
であり、それは「マリノフスキの『現実の生の付加量
部分』を、具体的な語りや事例、データを用いて（不
可量なものをときに定量化さえしながら）可能な限り
記述する試み」（本書: 5）である。
　本書の真骨頂は、読者が、島の流れる時間のリズム、
空間を共に体験しているかのような錯覚にも陥るほど

の、厚い記述である。女性たちは、隣人たちとおしゃ
べりし、食べ物のやり取りを通して、日常的に親密な
付き合いをしている。隣人との食べ物のやり取りは、
モザンビーク島の習慣であり、周囲３軒程度という狭
い範囲で行われる。
　女性たちは、手持ちの現金がなく食べ物を手に入れ
られない時、隣人との間で駆け引きをする。直接相手
に食べ物を「乞う」こともあるが、それにまつわる「ゴ
シップ」をできるだけ生まないように、相手からの再
分配の申し出を引き出す術を身につけて、したたかに
生きている。一方、今日食べる物がない家族に、家族
全員分でなく、子どもの食べる分だけを与えるなど、
ある程度ドライな関係性を保って世帯間に境界を引い
ている。食べ物を分けてくれた相手に対して、お返し
がきちんとされていないと認識される場合には、それ
が「ゴシップ」となって、関係に亀裂が入り、それま
での濃密だった近所付き合いは、あっさりと「切断」
される。著者が注目するのは、とくに、この「切断」
である。
　隣人たちは、「ゴシップ」の内容の真偽には執着せず、
「ゴシップ」は日常的に生まれては消えていく。しかも、
近所付き合いが非常に狭い範囲であるバイロの人間関
係では、その噂話は、広範囲に広がることはない。女
性たちはそのことをよく知っており、数十メートル離
れた場所に引っ越し、また次の隣人と食べ物のやり取
りを通してそこで新たに親密な関係性を築くといった
ことを繰り返す。著者は、この彼女たち特有の「切れ
ては繋がる」近所付き合いを成立させた背景として、
島の歴史、漁業で成り立つ島の経済によって作り出さ
れた時間のリズムや居住空間などの諸要素も厚く記述
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し、それが日常的な近所付き合いの関係にどのように
作用しているのかを描き出す。

　本書の構成は以下の通りである。
目　次
はじめに　変転する関係に触発される
序　章　　繋がることと切り離すこと
朝
第一章　　 モザンビーク島という舞台──環境、歴史、

社会、女性
昼
第二章　　 居住空間の形成史、空間の特徴と近所づき

あいのリズム
コラム：路地を自在に選んで歩く
第三章　　 海がもたらす時間性──変動と確実性のリ

ズム
晩
第四章　　 誰と住まい、誰と食べるか──住居内での

食のやり取り
第五章　　 濃密な関わりあいとその変転──親密さと

摩擦を行き来する
第六章　　ゴシップの渦中で共在する
終　章　　受け流すこと、委ねすぎないこと
あとがき
参考文献
索　引

　次に各章を概観する。
　序章において、著者は、アフリカ地域研究の「関係
のなかにある〈個〉のあり方」の議論を提示し、本書
が描くモザンビーク島の女性たちの関係をアフリカ研
究に位置づけ、情動的な共振と儀礼的な切断のあいだ
を行き来する事例として提示している。
　第一章では、モザンビーク島の空間や景観の時間性、
住民性の変転の歴史を示している。島は、古くから交
易拠点としての地の利を求め、様々な人が移入・移出
した非連続的な過程を経ており、現在の島の居住空間
の特徴はその歴史的背景による。島は、北部のシダー
テ（ポルトガル植民地時代に繁栄した旧市街）と南部
のバイロ（低階層の人々が居住する地域）に分かれて
おり、バイロでは砕石によって低くなった土地に家々
が稠密に並ぶ。内戦等を背景として大陸から人々が大
量に移入してきたが、移入者に住居の空き部屋が賃借
されている。そのため、１軒の住居にはたいてい複数

の家族が同居する状態である。
　島にはマクア・ナハラと呼ばれるポルトガル人、イ
ンド人、アラブ人との混血の進んだ住民が居住してい
る。マクア・ナハラは元々沿岸部の混血の人に対する
蔑称であったが、現在は文明化された民と意味づけら
れ、誇りを持っている。島生まれでも、移入時期が多
様であり、人が流動的な土地であるために、権威的な
存在や組織構造が存在せず、平板な社会構造となって
いる。
　バイロには「夫の義務は妻と子どもを養うこと、妻
の義務は夫に服従すること」というジェンダー規範が
あるが、女性たちは夫にただ服従しているのではなく、
夫の稼ぎが少なければ、商売をして家計を支えている。
女性は「家族に食べさせる主体的な存在」であり、食
べ物がない時は、隣人や友人、周囲の男性を頼り、強
く主体的に生きている。
　第二章では、バイロの居住空間の構築された歴史背
景と住居の特徴について整理している。バイロは、独
立や内戦などを契機として対岸から幾度もの人口流入
があり、人口の多くは入れ替わった。今日人びとと絡
み合う空間は「不連続な総和の現在」である。居住空
間にあるかつての統治や管理のための空間が備えてい
た見通しの良さ、空間の均質性、行き来の自在さなど
の機能は、そのまま残されている。そのような居住空
間の構造のおかげで、バイロには隣人に意を払いなが
ら距離を調整できる空間がある。賃借人にとっては、
周囲に点在する空き部屋が、その役割を果たす。バイ
ロには関係を繋ぎ、切断し、再び繋げるリズムが流れ
ている。
　第三章では、モザンビーク島には天候によって不漁
であってもいつか豊漁となる「確実性のリズム」が流
れており、女性たちがそれに影響を受けながら食物授
受をする姿が描かれる。島では漁業の利益が島の経済
全体に直結している。不漁の時期には島全体の経済活
動が滞り、現金の動きが止まるため、家賃などの期日
の支払いがある場合でも、豊漁の時まで待つなど、融
通し合っている。
　確実性のリズムに合わせるように、その日暮らしで
生計を立てる女性たちのあいだでその日の不足を埋め
る食べ物の授受は繰り返される。女性たちの食べ物の
やり取りには、「交換」、「乞う」、「分配を引き出す」
の３つがある。「交換」は、隣２～３軒以内のごく近
所に住む相手であることが多い。交換する関係が築か
れていると、自分の生活が苦しい時、相手に「乞う」
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負い目を感じることなく食べ物を得ることができる。
　女性たちは自分に手持ちの現金がなくて食材を手に
入れられない時には、料理や食材を親族か近くの隣人
に「乞う」こともあるが、食べ物を「乞う」た際、あ
るいは、食べ物のやり取りに不均衡が生じた際、関係
の緊張や悪化に至ることが多いため、極力、「相手が
自発的に食べ物を分配」してくれることを期待するの
だという。自分で「乞う」てしまうと関係の悪化や「ゴ
シップ」につながるために、隣人とのあいだで直接的
な乞いを避けて駆け引きがなされる。食べ物に困って
いるときには「乞う」ことと、「分配の申出を引き出す」
ことで、食べるものを確保していく。バイロでは、食
の授受によって親密な隣人関係を築いては、「ゴシッ
プ」によってその関係を「切り離す」ことを繰り返す
ことによって、海のリズムに人々の生計が影響される
バイロの社会関係はバランスを保っている。
　第四章では、家の中での食の授受と近所との食の授
受について記述している。島では、一つの住居の中に
３核家族以上で居住するケースが過半数を占めてい
る。共住相手として、母や姉妹、その他の母系リネー
ジ内の親族が選好されるが、非親族も共住相手として
重要な位置を占めている。食べ物の共有は、共住者と
の関係性によって、食材を共同購入する場合もあれば、
相手の分まで調理する場合もあれば、食べ物を交換す
るのみであったり、交換しない場合もある。家の中で
の食のやり取りの関係は、転居を契機として解消され
る。
　バイロでは、食べ物がなくて困っている隣人から「食
べ物のお裾分けを期待する」眼差しを向けられると、
その眼差しを向けられた方は、隣人の家族が食べるの
に満ち足りた量の食べ物を提供するのではなく、その
提供の量は「ある程度の配慮」に留まる。著者は、世
帯と世帯の線引きが「ざっくりといい加減に」引かれ
ているのだとする。
　第五章では、食べ物の授受の具体的な事例や語りが
提示される。著者は、女性たちが料理を日々お返しし
たり、直接的な乞いを避けながら食べ物を得たり、他
者と互いに一定の距離を保ったりすることに日々注意
をしつつ、それが難しい時には相手の困窮を真に受け
すぎずに受け流すといった身構えを「骨の折れる仕事」
と呼び、「骨の折れる仕事」こそが、女性たちが毎日
営む生活であり暮らしであることを明らかにしてい
る。女性たちの食べ物の授受の方法は、日常的に、特
定の相手との間で料理の盛られた皿をやりとりすると

いうものである。ただし、やり取りそれ自体や近所に
住むために生じる摩擦によって、その相手は数ヶ月～
１年ほどの短期間で組み変わるという。著者は、バイ
ロの女性たちは強い心理的なつながりや固着した関係
を求めすぎないからこそ、〈個〉として存在すること
ができるのだと指摘している。
　第六章では、「ゴシップ」に焦点を当て、女性たち
のバイロで共住していくための身構えについて分析し
ている。バイロでは、一つ一つの交際圏は小さく、関
係が固着することなく常に組み替えられている。その
交際圏のすぐ外側との付き合いは薄い。大都市のよう
な希薄な近所付き合いでもなく、かといって農村社会
のような親族関係や地域社会の規範に基づく固定的な
関係性でもない。隣人への関心やつながりの希求と、
関係性の断片化や流動性を同時に併せ持つ。
　バイロでは、隣人同士は、それぞれの能力もニーズ
も似通っているために、人々の間のコミュニズム的な
感覚や関係は、互酬性や交換を求める態度に転化しや
すく、「ゴシップ」は、相手は「これぐらいは返礼す
るはずだ」という想定とズレると生まれるのだという。
著者は、バイロの女性たちが隣人と密に共在すること
を可能にするのは、自分が発したゴシップの手綱を握
らず、他者が発したゴシップも真に受けすぎず、自ら
へのゴシップをも「放っておく」という、「いい加減さ」
をも含む構えであるとする。
　終章では、これまでの議論を踏まえて結論が論じら
れている。女性たちの「関係の切断」を分析すると、
それは、意図や戦略、応答だけでなく、儀礼的な親密
さや切り離し、諦めも含む、曖昧で複数の「切断」が
併存しているのだという。バイロの女性は、他者とは
親密に関係を築くけれども、決して集団に埋没するこ
となく、時に悩み、失敗し、傷つきながらも、ドライ
に関係を「切断する」という手段でもって、〈個〉と
しての主体性を表していると結論づけて締め括ってい
る。
　モザンビーク島のバイロの女性たちは、近隣で日々
生まれる「ゴシップ」に対して、そのひとつひとつの
真偽は吟味せず、放っておくのだという。著者はこれ
を「儀礼的なコミュニケーション」と呼ぶ。他者や事
象の完全な理解や「真実」を突き詰めず、曖昧なまま
にしておくことで、他者と共にあることを可能にする。
それは他者に対する「寛容」の表れなのだという。著
者は、このドライでいい加減なコミュニケーションこ
そが、モザンビーク島のバイロという土地での共生に



210

『
年
報
人
類
学
研
究
』
第
16
号
（
２
０
２
５
）

A
nnual Papers of the A

nthropological Institute Vol. 16 (2025 )

とって欠かせないと論じる。このような、島の女性た
ちが、ゴシップを固定化しないで受け流すこと、「切
れては繋がる」近所付き合いの方法が、「共生」のも
う一つのあり方として提示される。

　本書の特徴は、著者自身が「はじめに」で述懐する、
次の記述に集約されている。「白状すれば筆者の関心
の根本は、この島と女性たちについて記述することに
しかない。（中略）こうした記述の仕方には批判の余
地も大いにあるが、一貫した理論的な枠組みや分析手
法に島や女性たちをあてはめることや、議論の新規性
を見出すことに魅力を感じなかった。加えて、島の事
例は、何らかの地域研究の文脈に位置づけて比較をお
こなうにはあまりに小さく限定された時空間のなかで
起こる現象だった」（本書: 6）。地域の人々の生活や社
会文化を「総体的」ととらえる従来の民族誌とは一線
を画し、著者は「今日の人文学／人類学でも大きな潮
流となっている」（本書: 18）個人の行為や主体性を描
くことに主眼を置いている。その点を踏まえた上で、
本書の論旨に関して、いくつか気になったところを挙
げておきたい。
　まず、第一に、親族に関するものである。第一章で、
マクアという「民族」の親族制度について、母系社会
としてその諸特徴をまとめているが、第四章では、「母
系リニージ」とともに「父系リニージ」が登場する。
モザンビーク島は歴史的にみて、人口が非常に流動的
であり、「伝統社会」とは異なる状況が推察されるが、
二つの出自集団の存在に関する説明がほしいところで
ある。また、共住するメンバー同士の関係として、親
族／非親族の区分をして、詳細な量的データを提示し
ているが、女性たちの付き合いの仕方との関係性を知
りたいところである。さらに、共住していない「近隣
関係」において、親族／非親族の違いがどのようにあ
るのか（あるいはないのか）も気になるところである。
　第二に、モザンビーク島の女性たちの食物交換に関
してである。返礼義務が果たせない場合には、食べ物
を与えた側が食べ物を返すことのできない相手の「ゴ
シップ」を語り、関係をあっさりと「切断」するとさ
れているが、返礼がないと必ず「ゴシップ」を生むこ
とになるのだろうか。むしろ、食べ物を一方的に与え
ることで相手の優位に立つことや良い評判を得ること
（またそれを望む）というようなケースはないのだろ
うか。
　岸上伸啓は、人がモノを与えたり手離すことに着目

した分配論を展開している。岸上（2016）によると、
カナダ・イヌイット社会やアラスカのイヌピアット社
会では、狩猟して獲得した獲物を親族や村人に分け与
えるハンターは、良い評判や社会的威信を獲得してお
り、このこと自体が分配を続ける動機の一つとなって
いると論じる。また、岸上（2021）は、狩猟採集社会
における食物分配の機能と効果について、それぞれの
社会の「人口規模」、「食物の分量」、「環境観・世界観」、
（相手への分配の）「要求」によって異なるとしながら、
次の５つに整理している。①「リスク分配機能」（食
料不足のリスクの分配）、②「平準化機能」（個人間や
家族間での食物の一時的所有量や消費量を平準化す
る）、③「社会関係再生産機能」（社会的紐帯を築く）、
④「社会的名声獲得機能」（分配することで良い評判
を得る）、⑤「優劣関係・負い目創出機能」（モースの
贈与論の見解であり、与えられた側に負い目ができる）
である（岸上 2021: 70）。岸上の整理に基づくと、モ
ザンビーク島の女性の近所付き合いでは①、②、③の
機能と効果について確認できるが、④、⑤との関係は
どうなっているだろうか。
　第三に、本書では全体を通して女性に照準を当てて
おり、ジェンダー規範については第一章で論じられる
が、一方、男性たちについてはほとんど何も語られて
いない。女性の近所付き合いと空間や時間のリズムの
あらゆる要素の連関について論じているが、男性との
関係性についての記述もあれば、女性の生活をさらに
浮き彫りにできたのではないだろうか。
　第四に、地域における女性同士の相互扶助のシステ
ムについて触れられていなかったが、そのあたりにつ
いても知りたいところである。
　女性たちの付き合いに関して、補足的な考察を試み
たい。（本書の参考文献にもあげられている）人類学
者のロビン・ダンバーは、言語によるコミュニケー
ションが男女で異なることを事例から指摘している。
その背景として、人類の狩猟採集時代、男性が狩猟に
出ている間、女性たちは、生活拠点に留まってそこで
子育てなどを互いに助け合うという行為の中で、社交
のための言語を発展させたのではないかと論じ、「女
性がネットワーク作りに従事しているのに対して、男
性は宣伝に従事している」（ダンバー 1998: 247）と男
女の会話の違いについて論じている。ネットワークづ
くりによって、女性たちは、子育てのための適切な環
境を作ることができる。支援ネットワークを得ること
で、子育てに関する情報交換や実際にお互いの育児の
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助け合いをし、精神的にも支え合うことができる。モ
ザンビーク島の女性たちの親密な近所付き合いを考え
てみても、「ゴシップ」も含めて情報交換をし、家事
や育児を行う仲間としても共に支え合い、食べる物が
なくて困っている時の円滑なセーフティネットとして
機能している。ただし、島という特殊な環境の中で、
その関係性はドライに「切断」されていく。それは、
バイロの女性たちの持つ「強い心理的なつながりや固
着した関係を求めすぎない」身構えであるという。
　この「強い心理的なつながりや固着した関係を求め
すぎない」身構えはどの社会においても有効なのか、
モザンビーク島の流動的な社会とは相反する特徴を持
つ評者の調査地であるネパールのパタンでの女性の付
き合い方で検討してみたい。
　カトマンズ盆地に位置する古都パタンには、マッラ
王朝を築いたネワール民族が居住している。ネワール
社会には独自のカースト制度があり、人々の生活圏は、
基本的に同カースト集団内部での生活をしている。女
性は夫の父系出自集団内で生活し、伝統的には親族以
外との付き合いはほとんどなかった。そのような社会
で、国際開発の潮流の下、女性自助組織がパタン各地
で設立されるようになり、女性たちが家から出て女性
自助組織のメンバーとして外で活動するようになった
（竹内 2023）。女性たちは、自分の居住地域でグルー
プに加入することになるため、基本的にメンバー間の
付き合いを「切断」できる関係ではない。グループで
は、メンバー同士しばしば話し込む。例えば、グルー
プでの活動をどうするか、他のグループでの活動事例、
地方行政からのお知らせなど、グループ運営に役立つ
話題だけでなく、メンバーの個人的な話題の雑談も多
い。メンバーの個人的な話題としては、子どもや夫の
健康や家族のお金に関する問題が最も多く、投資話な
どのお互いの利益になる情報交換などもよく話題に
なっている。モザンビーク島の近所付き合いとは異な
り、前提として、切ることのできない関係性の中で、
親密に関わっていくためには、基本的には互いの利益
になる話題が中心となる。ただ、ある意味で、「強い
心理的なつながりや固着した関係を求めすぎない」と
いう身構えについては、「切断」ができない代わりに、
「本心を出さない」ということで、モザンビーク島の
女性たちと同種の保身をしている可能性はある。同調
しているように見せているが、〈個〉として生きるた
めに、表面上だけ相手に合わせていると考えると、モ
ザンビークの女性たちの潔く関係性を「切断」するこ

ととは方法は全く異なるが、心のありようとしては、
集団に絡め取られるのではなく、女性たちは依存し合
いながらも〈個〉として生きていくことが可能である
ことが明らかとなる。
　最後に、評者自身の日本での子育ての経験から考え
てみると、「切れては繋がる」関係を繰り返すという
ことは、身近な「ママ友」などの関係でも言えるかも
しれない。ママ友同士は子育てという目的の下に、日
常的に連絡を取り合い、一緒に子どもを遊ばせたり、
子育ての悩み相談やさまざまな情報交換を行う。本心
では過度に親密なつながりや固着した関係を望まない
状況もでてくる。その場合、自発的な関係の「切断」
は難しいが、卒園や卒業などの区切りが「切断」の契
機となり、次の学校に進学することでまた新たなママ
友との関係を築くことができる。モザンビーク島の女
性たちのような「切断」とは違うが、学校制度の切れ
目によってママ友と関係を「断つ」か「継続」するか、
主体的に選択している。
　バイロの女性たちの「強い心理的なつながりや固着
した関係を求めすぎない」身構えというのは、その手
法は違ったとしても、現代の私たちの社会においても、
自分が自分であるために必要な身構えなのかもしれな
い。
　著者は、水谷雅彦（2022）に依拠して、これまで倫
理学が問い続けてきた「共生」の一歩手前にある「共
在」について論じている。「モザンビーク島の環境が
身体や情動に作用するなかで生まれるのは、ゴシップ
や食のやり取りを含む過剰なコミュニケーションや社
交だ。それは分かち合う喜びの情動に端を発してもい
るが、同時に、情動的な繋がりや共振から切断された
側面も強く併せ持つ」。それは過剰なコミュニケーショ
ンのなかでの主体としての人間の有限性に起因してい
るという。
　本書は、人間の有限性を踏まえずに、理想形として
「共生」のみを追求してしまう倫理観に対して、日常
の厚い記述によって、もう一つの、「切断」をふくめ
た緩い社交のありかたを提示する。文化人類学、アフ
リカ地域研究を専門とする人だけでなく、コミュニ
ケーションに関心を持つ人、また、（評者を含め）人
間関係に失敗して落ち込むことがある読者にもぜひ勧
めたい著書である。
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